
 
 

四
月
は 

夢
が
膨
ら
む
季
節 

 四
月
は
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
新

た
な
環
境
に
足
を
踏
み
入
れ
た

人
々
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
学

校
の
入
学
式
、
会
社
で
は
人
事

異
動
、
入
社
式
な
ど
、
多
く
の

人
々
が
人
生
の
節
目
を
迎
え
る

季
節
で
す
。
我
孫
子
市
役
所
で

も
四
月
、
人
事
異
動
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
二
名
の
職
員
が
東
日

本
大
震
災
の
復
興
支
援
員
と
し

て
被
災
自
治
体
に
派
遣
さ
れ
ま

し
た
。
土
木
技
師
の
男
性
は
、

宮
城
県
山
元
町
へ
、
も
う
一
人

の
女
性
は
、
福
祉
関
係
の
専
門

家
で
福
島
県
楢
葉
町
へ
。
二
人

と
も
東
北
の
復
興
支
援
に
取
り

組
み
た
い
と
自
ら
志
願
し
た
職

員
た
ち
で
す
。
そ
の
心
意
気
が

頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。
東
北

の
被
災
地
は
未
だ
、
復
興
途
上

に
あ
り
、
二
〇
一
三
年
度
、
全

国
の
自
治
体
か
ら
岩
手
、
宮
城
、

福
島
三
県
へ
の
応
援
職
員
は
約

千
八
百
名
に
な
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。
震
災
後
、
丸
二
年
を
過

ぎ
た
今
も
、
被
災
地
に
真
の
桜

が
咲
き
誇
る
季
節
は
訪
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
刻
も
早

い
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
に
努

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、
す
べ
て
の
人
た

ち
が
希
望
を
胸
に
春
を
迎
え
ら

れ
る
社
会
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。 

 

期
待
先
行
の 

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス 

 さ
て
、
政
治
の
世
界
は
株

高
・
円
安
を
進
め
る
「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
」
で
代
表
さ
れ
る
、
安

倍
政
権
は
順
調
な
滑
り
出
し
を

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
心
配
な

こ
と
は
円
が
急
落
す
る
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に

上
が
り
、
家
計
の
負
担
が
増
し

て
き
ま
す
。
そ
の
一
方
で
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
等
の
給
料
が
す
ぐ
に

上
が
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
。
円
安
で
利
益
が
上
が
る
輸

出
企
業
な
ど
で
給
与
の
賃
上
げ

が
一
部
は
期
待
で
き
る
も
の
の

日
本
全
体
で
賃
金
ベ
ー
ス
が
上

が
る
こ
と
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

が
今
後
、
う
ま
く
機
能
し
た
と

し
て
も
、
二
～
三
年
の
タ
イ
ム

ラ
グ
が
出
る
も
の
と
思
っ
て
い

ま
す
。
物
価
の
上
昇
等
に
応
じ

て
働
く
人
の
稼
ぎ
が
増
え
な
い

と
、
生
活
は
苦
し
く
な
る
ば
か

り
で
す
。 

 

千
葉
県
知
事
選
挙 

 千
葉
県
で
は
三
月
十
七
日

投
開
票
の
知
事
選
挙
が
行
わ
れ
、

ほ
と
ん
ど
の
政
党
が
相
乗
り
し

た
森
田
健
作
氏
（
現
職
知
事
）

の
続
投
・
再
任
が
決
ま
り
ま
し

た
。
結
果
的
に
信
任
投
票
の
意

味
合
い
が
濃
い
選
挙
で
し
た
。

そ
ん
な
中
で
、
我
孫
子
市
に
お

け
る
森
田
氏
の
得
票
率
は
千
葉

県
で
は
最
低
の
六
十
七
パ
ー
セ

ン
ト
台
（
県
平
均
七
十
八
パ
ー

セ
ン
ト
）
と
県
内
で
一
番
、
票

の
獲
得
率
の
低
い
自
治
体
と
な

り
ま
し
た
。
理
由
と
し
て
考
え

ら
れ
る
の
は
我
孫
子
市
の
意
向

も
聞
か
ず
に
、
高
濃
度
焼
却
灰

の
一
時
保
管
を
強
行
し
、
知
事

と
し
て
一
度
も
我
孫
子
市
に
訪

れ
て
い
な
い
な
ど
県
の
ト
ッ
プ

と
し
て
放
射
能
問
題
に
対
す
る

誠
意
が
ま
っ
た
く
感
じ
ら
れ
な

い
こ
と
が
主
な
要
因
だ
と
私
は

考
え
て
い
ま
す
。 

そ
れ
に
し
て
も
、
全
体
の
投

票
率
が
三
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
台
、

十
人
の
有
権
者
の
内
、
七
人
が

投
票
に
行
か
な
い
と
い
う
現
実

を
考
え
る
と
、
信
任
さ
れ
た
も

の
の
、
投
票
数
が
少
な
く
、
む

な
し
く
感
じ
て
な
ら
な
い
の
は

私
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。 

今
後
、
森
田
知
事
は
千
葉
県

の
取
り
組
む
べ
き
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
、
想
定
よ
り
早
く
始
ま

っ
て
い
る
人
口
減
少
問
題
に
ど

う
対
応
し
て
い
く
の
か
、
ま
た

福
島
第
一
原
発
事
故
で
発
生
し

た
指
定
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場

建
設
な
ど
国
と
市
町
村
と
の
調

整
役
と
し
て
知
事
の
力
量
が
試

さ
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
千

葉
県
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
自
覚
と
責
任
あ
る
行
動
を

是
非
、
私
ど
も
我
孫
子
市
民
に

も
見
せ
て
ほ
し
い
と
心
よ
り
願

っ
て
い
ま
す
。 

 

           

 
印南 宏 現在の主な役職  
我孫子市議会 

会派「あびこ未来」代表(無所属) 
総務企画常任委員 
農業委員会委員(議会選出) 
我孫子市成田線を便利にする議員の会副会長 
柏市・我孫子市議員協議会世話役 

連合千葉関係 
連合千葉議員団会議 前幹事長 

電機連合関係 
電機連合議員団会議 ブロック幹事 

その他 
我孫子市サッカー協会 顧問 
我孫子市ソフトボール連盟顧問 
新聞奨学生ＯＢ会相談役（前会長）など 
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＊『あびこ未来会議』 開催のお知らせ＊  
我孫子市議会の会派「あびこ未来」(グループ名) ( 印南 宏代表、早川真、坂巻

宗男、飯塚まこと)では、第5回「あびこ未来会議」(市政懇談会)を下記のごとく開
催します。今回も多くの方々のご参加を心より、お待ちしております。 
(予約の必要はありません。どうぞお気軽に、ご参加をお願いします。) 

 
テーマ：我孫子市の諸課題・みんなで考えよう我孫子の未来！！ 
    （3月定例市議会報告・人口減少、内申書の記載ミス問題・他） 
日  時：5月11日(土)  
    午前 10時00分～新木近隣センター ☎7188-2010 会議室Ａ 
    午後 14時00分～近隣センター「こもれび」☎7165-2011 和 室 

❤♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯❤ 

 

 

 



三
月
議
会
報
告 

 
平
成
二
十
五
年
第
一
回
我
孫
子
市

議
会
定
例
会
が
三
月
二
十
二
日
（
金
）

に
閉
会
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
五
年

度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
対
前
年

度
比
四
．
一
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
三
百

六
十
三
億
八
千
万
円
で
、
こ
の
一
般

会
計
予
算
に
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
や
公
共
下
水
道
特
別
会
計
な
ど
五

つ
の
特
別
会
計
を
加
え
た
予
算
合
計

（
除
く
水
道
）
は
前
年
度
に
比
べ
て

二
．
六
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
六
百
二
十

七
億
一
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。 

歳
入
に
お
け
る
市
税
は
五
年
前
と

比
較
し
て
マ
イ
ナ
ス
十
二
億
五
千
三

百
万
円
と
年
々
減
り
続
け
、
毎
年
臨

時
財
政
対
策
債
な
ど
市
債
（
借
金
）

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
財
政
運
営
と

な
っ
て
い
ま
す
。
執
行
部
が
自
ら
定

め
た
財
政
規
律
も
守
る
こ
と
が
で
き

ず
、
年
度
末
の
一
般
会
計
の
地
方
債

残
高
は
つ
い
に
三
百
億
円
を
超
え
て

し
ま
い
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の

復
旧
・
復
興
費
の
需
要
が
大
き
い
こ

と
は
理
解
し
ま
す
が
、
な
お
一
層
の

行
財
政
改
革
の
徹
底
、
事
業
の
絞
り

見
込
み
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

主
な
争
点
は
、
平
成
二
十
五
年
度

一
般
会
計
予
算
に
計
上
さ
れ
た
①
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
、
②
放
射

能
対
策
、
③
若
い
世
代
の
定
住
化
策

促
進
な
ど
の
諸
施
策
に
つ
い
て
予
算

審
査
特
別
委
員
会
で
活
発
な
論
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
定
例
市

議
会
の
半
ば
に
白
山
中
で
発
覚
し
た

二
十
五
年
度
高
校
入
試
の
合
否
の
判

定
要
素
と
な
る
調
査
書(

内
申
書)

の

記
載
ミ
ス
問
題
が
大
き
な
争
点
と
し

て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
三
月
議
会
初
日
、
正
副
議

長
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に
茅
野
理

氏
（
三
十
八
歳
）
、
副
議
長
に
内
田
美

恵
子
氏
（
六
十
二
歳
）
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
な
お
、
議
長
選
で
は
我
が
会

派
の
早
川
真
氏(

五
期
・
あ
び
こ
未

来)

と
茅
野
理
氏(

三
期
・
清
風
会)

が
十
二
票
対
十
二
票
の
同
数
と
な
り
、

地
方
自
治
法
の
定
め
に
よ
り
、「
く
じ

引
き
」
で
議
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

■
三
月
議
会
の
総
務
企
画
常
任
委
員

会
に
お
け
る
印
南 

宏
の
質
問
と
提

言 
 

○
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
事
務
を

市
民
生
活
部
か
ら
総
務
部
に
移
管
す

る
こ
と
に
つ
い
て
！ 

 
印
南
：
女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
と

い
う
の
は
、
実
は
「
子
育
て
や
介
護
」

に
忙
し
い
女
性
の
た
め
だ
け
で
な
く
、

若
者
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
外
国

人
な
ど
の
多
様
な
方
々
が
働
き
や
す

い
環
境
で
も
あ
る
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
（
多
様
性
）
の
考
え
方
で
推
進
し

て
い
く
べ
き
で
あ
る
。 
 

○
我
孫
子
市
地
域
防
災
計
画
の
あ
り

方
！ 

 

印
南
：
地
域
防
災
計
画
を
単
な
る
作

文
で
終
わ
ら
せ
ず
に
、
市
民
に
と
っ

て
真
に
役
に
立
つ
防
災
計
画
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
主
防
災
組
織

の
組
織
化
の
推
進
、
直
下
型
大
地
震

を
想
定
し
た
防
災
訓
練
の
実
施
、
地

域
防
災
計
画
の
市
民
へ
の
周
知
策
の

徹
底
な
ど
提
案
し
ま
し
た
。 

 

○
空
き
家
対
策
・
管
理
条
例
の
制
定

を
！ 

印
南
：
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
市

内
で
空
き
家
が
増
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
空
き
家
管
理
条
例
の
制
定

を
促
す
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
に

空
き
家
を
活
用
す
る
施
策
を
提
案
し

ま
し
た
。 

 

そ
の
他
、
人
事
制
度
の
改
革
（
再
任

用
制
度
の
導
入
）
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
に

つ
い
て
、
知
事
選
挙
の
公
報
の
あ
り

方
な
ど
総
務
企
画
常
任
委
員
会
に
関

す
る
所
管
事
項
に
つ
い
て
積
極
的
に

質
問
と
提
言
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

■
高
校
入
試
の
た
め
の
調
査
書（
内

申
書
）
記
載
ミ
ス
問
題
に
つ
い
て 

 

三
月
定
例
市
議
会
の
開
催
中
、
白

山
中
で
発
覚
し
た
二
十
五
年
度
高
校

入
試
の
合
否
の
判
定
要
素
と
な
る
調

査
書
（
内
申
書
）
に
記
載
ミ
ス
が
あ

っ
た
問
題
が
今
議
会
で
大
き
な
争
点

と
な
り
ま
し
た
。 

そ
も
そ
も
、
高
校
入
試
の
調
査
書

は
学
校
現
場
と
し
て
最
も
大
切
且
つ

慎
重
に
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重

要
書
類
で
す
。
そ
の
書
類
を
作
成
す

る
過
程
に
お
い
て
、
再
チ
ェ
ッ
ク
す

る
シ
ス
テ
ム
が
存
在
せ
ず
、
今
日
ま

で
学
校
現
場
の
秘
密
事
項
と
し
て
事

務
処
理
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
疑
う
と

人
間
が
行
っ
て
い
る
資
料
づ
く
り
で

す
か
ら
、
も
し
か
す
る
と
過
去
に
も

こ
の
よ
う
な
ミ
ス
が
存
在
し
て
い
た

の
で
は
な
い
か
、
容
易
に
推
測
さ
れ

ま
す
。
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
出
来
事

が
起
き
て
い
る
現
在
の
教
育
現
場
、

今
回
の
事
件
を
契
機
に
、
な
ぜ
こ
の

よ
う
な
記
載
ミ
ス
が
起
こ
っ
た
の
か
、

そ
の
原
因
の
徹
底
調
査
、
そ
し
て
二

度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な

い
新
制
度
の
構
築
を
教
育
委
員
会
全

体
の
問
題
と
し
て
早
急
に
作
り
上
げ

て
い
く
こ
と
が
責
務
で
あ
り
、
絶
対

条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

我
孫
子
市
議
会
は
最
終
日
、
左
記

の
決
議
案
を
提
出
、
本
会
議
に
お
い

て
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 
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■市内中学校の入試用調査書の記載ミスに対する徹底調査及び再発防止を求める決議 
 
今般、市内中学校において入学試験における調査書の記載ミスがあった。またその後、新

たな記載ミスが他の中学校でも発覚した。これらの誤りは、子どもたちの進路に大きな影響

を及ぼす可能性があり、教育現場としてはあってはならないと言わざるを得ない。今回の対

象となった子どもとその保護者の方々の心痛は察するに余りある。これまでの教育関係者に

よる一連の不祥事に続き、今回のこの事件は我孫子市の教育に対する市民の信頼を著しく損

なうこととなった。市民の信頼を回復するため、我孫子市議会として二度とこのような事件

を起こすことの無いよう教育委員会に以下の点を強く求める。 
 

１．調査書の記載ミスがなぜ起こったのか徹底的に調査すること 

２．二度と起こらないようにするため再発防止策を講じること 

以上、決議する。              千葉県我孫子市議会 
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我
孫
子
市
教
育
委
員
会
は
今
回
の

事
件
を
経
て
、
高
校
入
試
の
際
、
提

出
す
る
調
査
書
（
内
申
書
）
を
生
徒

に
事
前
開
示
す
る
こ
と
も
一
つ
の
方

法
と
し
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

開
示
す
る
内
容
は
調
査
書
に
記
載
さ

れ
る
各
教
科
の
五
段
階
評
価
の
点
数

の
ほ
か
、
部
活
動
や
生
徒
会
活
動
の

記
録
、
英
語
や
漢
字
、
数
学
な
ど
の

検
定
資
格
の
有
無
な
ど
で
、
生
徒
と

の
信
頼
関
係
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に

生
活
態
度
な
ど
の
担
任
の
評
価
は
除

く
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
に
し
て
も
二
度
と
こ
の
よ
う
な

記
載
ミ
ス
等
の
問
題
を
起
こ
さ
な
い

シ
ス
テ
ム
を
早
急
に
構
築
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

 

私
は
今
回
の
事
件
を
考
え
る
時
、

教
育
委
員
会
の
果
た
し
て
き
た
役

割
・
責
任
の
所
在
に
も
問
題
が
あ
っ

た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
。
教
育
現

場
で
起
こ
っ
て
い
る
諸
問
題
に
教
育

委
員
会
は
今
ま
で
ど
の
よ
う
に
対
処

し
て
き
た
の
か
、
教
育
委
員
会
の
責

任
と
権
限
が
中
途
半
端
に
な
っ
て
い

な
い
の
か
、
改
め
て
教
育
委
員
会
の

位
置
付
け
を
明
確
に
し
、
改
善
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

現
在
の
教
育
行
政
は
権
限
と
責
任

が
複
雑
且
つ
曖
昧
に
な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
編
成
権
を
持
つ
首
長
か
ら
任
命

さ
れ
た
三
名
～
六
名
の
委
員
か
ら
な

る
教
育
委
員
会
で
す
が
、
こ
の
委
員

は
教
育
に
対
す
る
専
門
的
な
知
識
を

必
ず
し
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
非
常
勤

で
あ
る
の
で
、
実
質
的
に
教
育
行
政

を
動
か
し
て
い
る
の
は
教
育
長
を
始

め
と
す
る
教
育
委
員
会
事
務
局
と
な

り
ま
す
。
つ
ま
り
は
「
選
挙
に
よ
っ

て
選
ば
れ
た
首
長
（
市
長
）
」
と
「
素

人
集
団
で
あ
る
教
育
委
員
会
」
と
「
行

政
執
行
の
責
任
者
で
あ
る
教
育
長
」

の
三
者
に
責
任
と
権
限
が
分
散
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。
本
来
は
教
育
が
一

方
に
偏
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
相
互
に

監
視
・
抑
制
し
あ
う
シ
ス
テ
ム
が
逆

に
教
育
行
政
を
滞
ら
せ
て
い
る
と
も

見
え
ま
す
。
こ
こ
に
メ
ス
を
い
れ
な

い
と
根
本
的
な
解
決
に
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
、
教
育
委
員
会
の
改
革

が
必
要
な
所
以
が
、
今
回
の
事
件
と

な
っ
て
現
れ
た
も
の
と
私
は
理
解
し

て
い
ま
す
。 

                    

人
口
減
少
問
題
と 

ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト 

 

三
月
定
例
市
議
会
で
、
気
に
な
る

こ
と
の
一
つ
に
人
口
減
少
問
題
が
あ

り
ま
す
。
総
務
省
の
住
民
基
本
台

帳
・
人
口
移
動
報
告
に
よ
る
と
、
二

〇
一
二
年
（
平
成
二
十
四
年
）
の
千

葉
県
の
人
口
転
出
超
過
数
は
八
千
百

八
十
八
人
で
し
た
。
こ
れ
は
、
前
年

の
減
少
人
数
の
三
千
九
百
三
十
五
人

を
大
幅
に
上
回
る
結
果
で
す
。
東
日

本
大
震
災
の
影
響
に
よ
る
ホ
ッ
ト
ス

ポ
ッ
ト
（
放
射
線
量
の
高
い
地
域
）

問
題
や
液
状
化
被
害
に
よ
る
影
響
が

こ
の
転
出
超
過
数
の
大
幅
増
加
と
い

う
最
悪
の
結
果
を
招
い
た
と
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

我
孫
子
市
は
転
出
超
過
数
上
位
の

ワ
ー
ス
ト
自
治
体
の
一
つ
で
、
全
国

で
第
十
一
位
の
千
九
十
六
人
の
減
少

と
い
う
厳
し
い
結
果
が
示
さ
れ
ま
し

た
。（
ち
な
み
に
一
位
：
市
川
市
、
二

位
：
郡
山
市
、
三
位
：
松
戸
市
、
四

位
：
福
島
市
、
五
位
：
い
わ
き
市
、

六
位
：
浦
安
市
と
、
千
葉
県
と
福
島

県
が
上
位
を
占
め
て
い
る
）
人
口
の

増
減
は
大
き
く
二
つ
の
要
因
に
分
け

ら
れ
ま
す
。
一
つ
は
自
然
の
増
減
。

生
ま
れ
た
人
と
亡
く
な
ら
れ
た
人
の

増
減
で
す
。
我
孫
子
市
の
自
然
増
減

要
因
で
は
、
約
二
百
人
の
減
で
し
た
。

も
う
一
つ
は
社
会
的
な
要
因
に
よ
る

増
減
で
、
大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建

設
や
都
市
開
発
に
よ
る
人
口
の
増
減

な
ど
で
す
。
我
孫
子
市
で
は
、
こ
の

社
会
的
要
因
の
観
点
で
転
出
が
転
入

を
約
九
百
人
と
上
回
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
転
出
超
過
と
な
っ
た
要
因
と

し
て
、
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
や
液
状
化

被
害
に
加
え
て
高
濃
度
の
放
射
性
物

質
を
含
む
焼
却
灰
の
一
時
保
管
場

所
・
手
賀
沼
下
水
道
終
末
処
理
場
問

題
を
抱
え
る
な
ど
に
よ
る
風
評
被
害

が
影
響
し
た
と
指
摘
す
る
声
も
多
く

出
て
い
ま
す
。
私
は
単
に
ホ
ッ
ト
ス

ポ
ッ
ト
・
放
射
能
問
題
だ
け
で
な
く
、

超
高
齢
化
の
余
波
や
不
動
産
の
下
落

な
ど
に
よ
る
東
京
志
向
が
鮮
明
に
な

っ
て
い
る
こ
と
も
大
き
く
影
響
し
て

い
る
も
の
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
人
口

減
少
問
題
は
何
と
し
て
も
克
服
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
我
孫
子
市

の
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

放
射
能
対
策
・
手
賀
沼
終
末
処

理
場
で
の
焼
却
灰
問
題 

(

市
内
各
地
で
抗
議
集
会
開
催) 

 

昨
年
十
二
月
よ
り
始
ま
っ
た
柏
市
、

流
山
市
、
松
戸
市
の
手
賀
沼
終
末
処

理
場
へ
の
高
濃
度
放
射
性
物
質
を
含

ん
だ
焼
却
灰
の
搬
入
が
続
く
中
、
市

民
に
よ
る
抗
議
集
会
が
市
内
各
地
で

開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
布
佐
か
ら

始
ま
り
、
我
孫
子
地
区
ま
で
延
べ
四

百
名
以
上
の
市
民
が
参
加
す
る
全
市

的
な
運
動
へ
と
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
運
動
の
母
体
と
な
っ
て
い
る

「
広
域
近
隣
住
民
連
合
」
の
市
民
の

方
々
と
私
の
会
派
（
あ
び
こ
未
来
）

全
員
を
含
め
た
市
議
会
議
員
有
志
が

連
携
し
、
総
務
省
の
「
公
害
等
調
整

委
員
会
」
へ
調
停
の
申
し
立
て
も
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

四
月
十
一
日
に
は
第
二
回
目
の
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
搬
入
を
決
定
し

た
千
葉
県
に
対
し
、
搬
入
停
止
等
を

求
め
て
い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活

動
や
日
々
の
焼
却
灰
搬
入
状
況
な
ど
、

詳
し
く
は
広
域
近
隣
住
民
連
合
の
ブ

ロ
グ

（h
t
t
p
:
/
/
a
m
e
b
l
o
.
j
p
/
a
b
i
k
o
-
o
s
e

n
b
a
i
-
h
a
n
t
a
i

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

我
孫
子
市
議
会
と
し
て
も
、
引
き
続

き
三
市
に
対
し
、
搬
入
停
止
を
粘
り

強
く
、
求
め
て
い
き
ま
す
。 
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【調査書（内申書）記載ミスの件数】 
・白山中学校  122 名 
・久寺家中学校  5 名 
（平成 25 年 4 月 3 日現在） 

 
【調査書（内申書）開示請求数】 
・我孫子中学校  14 名 
・湖北中学校    3 名 
・布佐中学校    5 名 
・湖北台中学校   9 名 
・久寺家中学校  14 名 
※白山中学校は 257 名全員に配布 

                                                   
私のスローガン  「住んでよかった」そして「住んでみたい」と言われる街に 

 



     

四
月
九
日
、
布
佐
中
学
校
の
入
学
式

に
出
席
し
た
。
今
年
の
新
入
生
は
七

十
八
名
、
三
ク
ラ
ス
編
成
。
卒
業
生

と
同
じ
人
数
が
入
学
し
た
こ
と
に
な

る
。
生
徒
数
が
毎
年
の
よ
う
に
減
り

続
け
る
中
で
、
か
ろ
う
じ
て
現
状
維

持
を
保
つ
こ
と
が
で
き
た
。
中
学
校

の
入
学
式
で
い
つ
も
感
じ
る
こ
と
は

真
新
し
い
制
服
に
身
を
固
め
た
新
入

生
た
ち
が
、
ま
ぶ
し
く
見
え
る
こ
と

で
あ
る
。
子
供
か
ら
大
人
へ
の
最
終

ス
テ
ー
ジ
の
始
ま
り
、
新
入
生
は
皆
、

適
度
の
緊
張
と
不
安
感
の
中
に
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
三
年
間
で
大

き
く
変
貌
す
る
。
そ
の
期
待
感
で
、

ま
ぶ
し
く
見
え
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

新
入
生
を
迎
え
た
先
生
た
ち
の
横
顔

も
光
っ
て
い
る
。
教
師
と
し
て
の
や

り
が
い
と
責
任
感
を
強
く
感
じ
て
い

る
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
教
師
と
い

う
職
業
が
聖
職
で
あ
る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
中
学
三
年
間
は
人
生
で

最
も
多
感
な
時
期
。
ま
た
、
大
人
と

な
る
た
め
の
勉
強
を
す
る
期
間
で
あ

る
。
大
き
く
羽
ば
た
い
て
い
く
こ
と

を
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
頑
張

れ
、
布
佐
中
生
、
君
た
ち
に
は
未
来

が
あ
る
。
郷
土
の
誇
り
を
背
負
っ
て

大
き
く
羽
ば
た
け
！
◆
手
賀
沼
花
火

大
会
が
三
年
ぶ
り
に
復
活
す
る
。
開

催
は
八
月
三
日
の
第
一
土
曜
日
。
大

会
は
今
か
ら
四
半
世
紀
前
の
昭
和
六

十
二
年
か
ら
毎
年
八
月
、
柏
市
、
我

孫
子
市
な
ど
の
共
同
で
盛
大
に
開
催

さ
れ
て
き
た
。
約
四
十
万
人
が
集
ま

る
夏
の
風
物
詩
と
し
て
親
し
ま
れ
て

き
た
が
二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震

災
で
近
隣
の
花
火
大
会
が
中
止
に
な

っ
た
影
響
で
中
止
に
な
っ
て
い
た
。

昨
年
は
放
射
能
の
除
染
を
優
先
す
る

柏
市
側
が
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
二
年
続
け
て
中
止
に
な
っ

た
経
緯
が
あ
る
。
今
年
は
柏
市
が
ホ

ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
で
傷
つ
い
た
イ
メ
ー

ジ
を
払
拭
す
る
べ
く
、
柏
市
と
し
て

四
月
か
ら
繰
り
広
げ
て
い
る
「
Ｗ
Ｅ 

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｗ
Ａ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
の
目
玉
と
し
て
手
賀
沼

花
火
大
会
に
力
を
入
れ
て
い
る
よ
う

だ
。
花
火
大
会
は
是
非
、
盛
大
に
執

り
行
い
た
い
が
肝
心
の
放
射
能
問
題

が
気
に
な
る
。
昨
年
十
二
月
か
ら
始

ま
っ
た
柏
市
・
流
山
市
・
松
戸
市
に

よ
る
手
賀
沼
終
末
処
理
場
へ
の
高
濃

度
放
射
性
物
質
を
含
ん
だ
焼
却
灰
の

搬
入
が
続
い
て
い
る
。
柏
市
と
し
て
、

こ
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
、
確
認
を
し
た
い
。
新
た
な

政
権
に
な
っ
て
も
、
最
終
処
分
場
の

建
設
に
目
途
が
つ
か
な
い
中
、
手
賀

沼
終
末
処
理
場
が
半
永
久
的
な
一
時

保
管
場
所
に
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
は

な
い
の
か
、
我
孫
子
市
側
の
心
配
は

尽
き
な
い
。
◆
こ
の
頃
、
東
京
に
行

く
と
街
角
の
雰
囲
気
が
妙
に
バ
ブ
ル

の
頃
に
似
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て

な
ら
な
い
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
等
で
は

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
と
か
「
安
倍
・

黒
田
相
場
」
と
か
囃
し
立
て
て
い
る

が
現
実
は
ど
う
も
違
う
よ
う
に
思
え

て
な
ら
な
い
。
バ
ブ
ル
の
頃
、
就
職

活
動
は
今
と
違
っ
て
、
い
と
も
簡
単

に
内
定
が
も
ら
え
、
ま
た
、
若
者
で

も
会
社
の
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
使

い
、
夜
の
繁
華
街
か
ら
自
宅
ま
で
タ

ク
シ
ー
で
帰
る
こ
と
も
で
き
た
。
私

は
バ
ブ
ル
時
代
に
、
こ
れ
と
い
っ
た

良
い
思
い
出
は
な
い
の
だ
が
、
ほ
ん

の
二
十
何
年
か
前
の
こ
と
が
、
ま
た

起
こ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
少
し

不
安
で
な
ら
な
い
。
政
治
誘
導
で
株

高
・
円
安
を
進
め
て
い
る
が
「
気
持

ち
」
だ
け
で
は
、
す
ぐ
に
綻
び
が
出

て
く
る
も
の
と
考
え
る
。
現
実
の
生

活
が
豊
か
に
な
っ
た
と
い
う
実
感
が

持
て
な
い
現
代
を
考
え
る
と
あ
き
ら

か
に
期
待
先
行
の
上
滑
り
の
よ
う
な

現
象
な
の
だ
と
理
解
し
て
い
る
。
ま

た
、
就
職
内
定
率
が
こ
の
二
～
三
年

連
続
し
て
上
昇
し
、
超
氷
河
期
に
薄

日
が
差
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
現
実
・
実
態
は
ど
う
な

の
だ
ろ
う
か
。
職
に
就
け
な
か
っ
た

人
、
非
正
規
の
職
業
に
し
か
就
け
な

か
っ
た
人
も
大
勢
い
る
。
う
ま
く
会

社
に
入
れ
た
人
も
、
会
社
か
ら
何
時

不
要
な
人
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
張
ら

れ
る
の
か
、
日
々
、
怯
え
て
い
る
人

も
い
る
。
一
日
も
早
く
景
気
回
復
が

軌
道
に
乗
り
、
働
く
人
々
が
暮
ら
し

の
安
全
や
会
社
へ
の
信
頼
が
得
ら
れ

る
よ
う
な
社
会
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
◆
成
田
線
の
利
用
者
が
減
っ

て
い
る
。
市
議
会
終
了
後
、
毎
朝
、

成
田
線
沿
線
各
駅
で
、
議
会
報
告
・

ホ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い

う
ワ
ー
プ
ロ
新
聞
を
配
布
し
て
い
る
。

そ
こ
で
感
じ
る
こ
と
は
年
が
経
つ
に

つ
れ
て
、
布
佐
駅
や
湖
北
駅
を
中
心

に
乗
降
客
数
が
激
減
し
て
い
る
。
我

孫
子
市
の
人
口
は
現
在
十
三
万
四
千

人
（
三
月
一
日
現
在
）
対
前
年
度
比
、

マ
イ
ナ
ス
千
三
百
二
人
と
人
口
減
少

の
一
途
で
あ
る
。
そ
の
大
部
分
は
成

田
線
沿
線
の
人
口
減
が
影
響
し
て
い

る
。
従
っ
て
、
我
孫
子
市
の
人
口
減

少
を
食
い
止
め
る
に
は
成
田
線
の
利

便
化
が
絶
対
条
件
で
あ
る
。
利
用
し

や
す
い
ダ
イ
ヤ
の
編
成
、
特
に
本
数
、

三
十
分
に
一
本
で
は
な
く
、
二
十
分

に
一
本
、
時
間
当
た
り
、
最
低
三
本

の
成
田
線
の
本
数
の
確
保
が
必
要
で

あ
る
。
そ
の
上
で
若
い
世
代
の
定
住

化
を
促
進
す
べ
く
、
ま
ち
の
魅
力
の

ピ
ー
ア
ー
ル
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支

援
策
、
子
育
て
し
や
す
い
街
づ
く
り

な
ど
を
含
め
、
成
田
線
沿
線
に
定
住

す
る
市
民
を
対
象
に
し
た
大
胆
、
か

つ
早
い
新
た
な
付
加
価
値
を
付
け
る

諸
施
策
の
展
開
が
望
ま
れ
て
い
る
。 
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私のスローガン  「住んでよかった」そして「住んでみたい」と言われる街に 
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